

















薩おれんじ鉄道とは平成 14 年 10 月に鹿児島県，熊本県，そして沿線の 10 の市町および





















































つなげ，今後の利用者の増大を図る。調査日時は平成 28 年 8 月の 6日間および 10 月の 5










































続きまして 10 月の調査結果です。やはり，1番多いのは 20 歳未満で 32.4％。それ以外
で見ますと，20 歳代，50 歳代，60 歳代も割と多くいました。それからこのときの調査で
は，8月とは反対に女性の方が男性よりも多かった。特に主婦の方やパート，無職の女性
が多かった。職業としては学生が 35.5％で一番多く，会社員が 19％，主婦が 11.8％，パー



































おれんじ鉄道の運賃については，他の交通手段と比べて安いを 5，やや安いを 4，普通 3，







































































































予想される 8 月と、学期が始まり学生が多いことが予想される 10 月とで傾向に違いが見ら
れるか否かを確認したかったため、調査を 8 月（6 日間）と 10 月（5 日間）の二回に分け
て実施した。 
（２）調査対象列車および調査対象者 
調査対象列車は、調査日時における川内～出水間の 39 便、川内～米ノ津間の 11 便、川











 ・回答者の年齢構成で最も多かったのは 20 歳未満（96 名）で、全体の 50.3％を占めた。 

























・新幹線や JR 在来線への乗り換えについては、「ある」が 44.4％、「ない」が 55.6％で
あった。また「ある」と答えた人の乗換駅は「川内駅」が圧倒的に多かった。乗り換
え後の目的地は「鹿児島中央駅」がやはり圧倒的に多かった。 








・新幹線や JR 在来線との接続状況について、5 段階評価をしてもらい、平均値を求めた
ところ、3.27 であった。ただし、自由記述を見る限り、「やや不満」、「不満」と回答し
た人の接続状況に対する不満は大きいように思われる。 
・駅員や運転士などの対応について、5 段階評価をしてもらい、平均値を求めたところ、
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4.01 と非常に高い値であった。 
・「肥薩おれんじ鉄道を利用した理由」、「どうすれば利用頻度が高まると思うか」、「肥薩
おれんじ鉄道に対して改善してほしい点」等については、自由記述（別紙）を参照。 
 
４．調査結果を踏まえて 
 
